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維
持
管
理
費
用
相
当
額
の
借
手
の
取
扱

い
等
、議
論
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
11
月
１
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
１
３
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お

り
。電

子
決
済
手
段
の
会
計
処
理
・
開
示

第
５
１
２
回
親
委
員
会
（
２
０
２ 

３
年
11
月
10
日
号
（
№
１
６
９
３
）

情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き

続
き
、
実
務
対
応
報
告
公
開
草
案
66

号
「
資
金
決
済
法
に
お
け
る
特
定
の

電
子
決
済
手
段
の
会
計
処
理
及
び
開

示
に
関
す
る
当
面
の
取
扱
い
（
案
）」

等
の
コ
メ
ン
ト
対
応
と
文
案
検
討
が

行
わ
れ
た
。

事
務
局
提
案
に
委
員
か
ら
反
対
意

見
は
聞
か
れ
ず
、
次
回
の
親
委
員
会

（
11
月
14
日
開
催
予
定
）
で
公
表
議

決
を
行
う
予
定
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
課
税
に
係

る
法
人
税
等
の
会
計
処
理
・
開
示

第
88
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員

会
（
２
０
２
３
年
11
月
10
日
号
（
№

１
６
９
３
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
課
税（
以
下
、「
Ｇ
Ｍ
課
税
」

と
い
う
）
に
関
す
る
改
正
法
人
税
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

⑴　
文
案
検
討

前
回
の
意
見
を
踏
ま
え
、
四
半
期

連
結
・
四
半
期
個
別
財
務
諸
表
に
お

い
て
、
代
替
的
取
扱
い
を
選
択
し
た

場
合
に
注
記
を
求
め
る
か
否
か
に
つ

い
て
、次
の
２
案
が
再
提
案
さ
れ
た
。

【
案
１
】
注
記
を
求
め
る
場
合

11　
四
半
期
財
務
諸
表
に
お
い
て
第

７
項
を
適
用
し
て
い
る
場
合
は
、

四
半
期
特
有
の
会
計
処
理
と
し
て

そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
注
記
す

る
。

【
案
２
】
そ
の
他
の
事
項
と
し
て
注
記

を
求
め
る
場
合

11　
前
連
結
会
計
年
度
及
び
前
事
業

年
度
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
課
税
制
度
に
係
る
法
人
税
等

を
計
上
し
て
お
り
、
当
四
半
期
連

結
会
計
期
間
及
び
当
四
半
期
会
計

期
間
に
お
い
て
も
、
前
連
結
会
計

年
度
等
に
入
手
し
た
情
報
に
基
づ

き
当
連
結
会
計
年
度
及
び
当
事
業

年
度
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
課
税
制
度
に
係
る
法
人
税
等

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
合
理
的
に

見
込
ま
れ
る
場
合
に
本
実
務
対
応

報
告
第
７
項
を
適
用
す
る
と
き
は
、

そ
の
旨
を
企
業
の
財
政
状
態
、
経

営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
状
況
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め

に
重
要
な
そ
の
他
の
事
項
（
企
業

会
計
基
準
第
12
号
「
四
半
期
財
務

諸
表
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下

「
四
半
期
会
計
基
準
」
と
い
う
。）

第
25
項
⒇
）
と
し
て
注
記
す
る
。

　
　
た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
課
税
制
度
を
最
初
に
適
用
す

る
年
度
の
四
半
期
財
務
諸
表
に
お

い
て
は
、
当
該
注
記
を
行
わ
な
い
。

委
員
全
員
か
ら
、
案
２
へ
の
賛
意

が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
回
の
専
門

委
員
会
で
聞
か
れ
た
、
注
記
事
項
と

し
て
計
上
し
な
い
理
由
も
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
へ
の
賛
同
も
聞
か

れ
た
。

⑵　
補
足
文
書
の
文
案

Ｇ
Ｍ
課
税
制
度
に
お
け
る
法
人
税

等
の
見
積
り
に
つ
い
て
、
見
積
り
に

関
す
る
具
体
的
な
指
針
を
求
め
る
意

見
が
聞
か
れ
て
お
り
、
規
範
性
の
な

い
補
足
文
書
を
公
表
す
る
方
針
が
示

さ
れ
て
い
た
。
今
回
そ
の
文
案
が
示

さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
。

文
案
で
は
、
適
用
初
年
度
に
お
い

て
情
報
の
入
手
が
困
難
な
場
合
の
会

計
上
の
見
積
り
の
例
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
文
案
に
賛
成
意
見
が

去
る
10
月
31
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
３
６
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
１
３
５
回
（
２
０
２
３
年
11
月

10
日
号
（
№
１
６
９
３
）
情
報
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
企

業
会
計
基
準
公
開
草
案
73
号
「
リ
ー

ス
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」
等

に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応

の
方
向
性
と
個
別
事
項
に
つ
い
て
、

審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
11
月
１
日
開
催
の
第
５
１ 

３
回
親
委
員
会
で
も
同
テ
ー
マ
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
た
。

リ
ー
ス
を
構
成
す
る
部
分
と
リ
ー

ス
を
構
成
し
な
い
部
分
の
区
分

契
約
に
お
け
る
対
価
の
金
額
を
独

立
価
格
で
配
分
す
る
際
、
リ
ー
ス
を

構
成
す
る
部
分
と
リ
ー
ス
を
構
成
し

な
い
部
分
（
維
持
管
理
費
用
相
当
額

な
ど
）
の
独
立
価
格
が
借
手
に
は
わ

か
ら
な
い
た
め
、
配
分
で
き
な
い
。

コ
メ
ン
ト
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
「
維
持
管
理
費
用
相
当
額
を
リ
ー

ス
料
総
額
か
ら
控
除
す
る
と
い
っ

た
取
扱
い
を
借
手
に
も
認
め
る
べ
き

か
」
と
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

事
務
局
は
、
維
持
管
理
費
用
相
当

額
を
借
手
の
リ
ー
ス
料
か
ら
控
除
す

る
会
計
処
理
を
認
め
る
場
合
、
維
持

管
理
費
用
相
当
額
が
明
ら
か
で
あ
る

か
、
ま
た
は
維
持
管
理
費
用
相
当
額

を
合
理
的
に
見
積
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
２
案
を

提
案
し
、案
１
を
事
務
局
案
と
し
た
。

（
案
１
）
本
会
計
基
準
案
等
の
提
案
の

と
お
り
、借
手
に
つ
い
て
は
、リ
ー

ス
を
構
成
す
る
部
分
と
リ
ー
ス
を

構
成
し
な
い
部
分
を
独
立
価
格
に

よ
り
配
分
す
る
方
法
の
み
と
す
る
。

（
案
２
）
維
持
管
理
費
用
相
当
額
で
あ

グ
ロ
ー
バ
ル・ミ
ニ
マ
ム
課
税
の
法
人

税
の
見
積
り
に
関
す
る
補
足
文
書
等
、

検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

多
く
聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
本
文
書

は
適
用
初
年
度
に
関
す
る
も
の
だ

が
、
翌
年
度
以
降
の
取
扱
い
は
ど
う

す
る
の
か
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、

事
務
局
か
ら
「
適
用
が
始
ま
っ
て
翌

年
度
の
実
務
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が

あ
る
の
か
確
認
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

＊　

実
務
対
応
報
告
案
は
、
可
能
な
ら

ば
次
回
公
表
議
決
を
行
う
予
定
。
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加
賀
ま
り
こ
の
エ
ッ
セ
ー
集
『
純
情

バ
バ
ァ
に
な
り
ま
し
た
。』（
講
談
社
）

の
な
か
で
、"C'est pas m

al."

と
い

う
フ
ラ
ン
ス
語
と
出
合
い
ま
し
た
。“
セ

パ
マ
ル
”
と
読
み
ま
す
。
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
直
訳
は
「
悪
く
な
い
ね
」
で

す
が
、
真
意
は
「
な
か
な
か
い
い
ね
」

ら
し
い
で
す
。
日
本
語
の
「
悪
く
な
い

ね
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
と
こ
ろ

が
興
味
深
い
で
す
。

日
本
語
の
「
悪
く
な
い
ね
」
も
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
使
わ
れ
る
場
面
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何

か
し
ら
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
最
良
で
は
な
い
け
れ
ど
最
悪
で
も
な

い
と
い
う
「
優
劣
の
評
価
」
の
に
お
い

が
感
じ
ら
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、"C'est pas m

al."

に
は
、「
い

ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
こ
れ
も
い
い
わ
よ

ね
」、「
そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ
」、「
あ

な
た
は
あ
な
た
で
い
い
の
よ
」
な
ど
の

よ
う
に
、
自
分
や
他
者
や
状
況
を
そ
の

ま
ま
認
め
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

こ
の
「
認
め
る
」
と
い
う
行
為
が
、

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
大
き
な

支
え
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
教
育
だ
け
で
な
く
企
業
の
人
材
育

成
に
お
い
て
も
、「
褒
め
る
」
こ
と
が

も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
も
価
値
あ
る
行
為
な
の
で
す
が
、

ど
こ
か
脆
弱
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
「
褒
め
る
」
こ

と
に
は
、
相
対
的
、
表
面
的
、
一
時

的
と
い
う
面
が
あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
他
者
や
何
か
と
の
比
較
に
よ
る
相

対
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
存
で
は
な
く

言
動
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
対
す
る
評
価

で
あ
り
、
長
く
心
に
残
り
づ
ら
い
と
い

う
面
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、「
認
め

る
」
は
、
永
続
的
、
絶
対
的
、
無
条

件
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
く
丸
ご
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
大
き
な
安
定
感
が
あ
り

ま
す
。

「
認
め
る
」の
具
体
例
と
し
て
は
、「
よ

く
頑
張
っ
た
ね
」、「
一
人
で
よ
く
や
っ

た
ね
」、「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
ね
」、

「
失
敗
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
」、「
次
こ

そ
き
っ
と
で
き
る
よ
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
相
対
的
、
表
面
的
、
一
時

的
と
い
っ
た
特
徴
の
あ
る
「
褒
め
る
」

と
比
べ
て
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
感
覚
を
覚
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
っ
た
行
為

で
は
な
く
頑
張
っ
た
自
分
と
い
う
存
在

を
承
認
し
て
も
ら
え
た
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
自
分
と
い
う
存
在
を
受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
と
い
う
体
験
は
、
永

続
的
、
絶
対
的
、
無
条
件
で
あ
り
、

そ
の
人
の
そ
の
後
の
人
生
の
大
き
な
支

え
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
認
め
る
」
に
加
え
て
「
共
感
す
る
」

が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
支
え
に
な

り
ま
す
し
、
人
間
関
係
や
集
団
の
な

か
で
の
安
心
感
が
さ
ら
に
育
ま
れ
ま
す
。

「
嬉
し
か
っ
た
ね
」、「
私
も
嬉
し
い
よ
」、

「
よ
か
っ
た
ね
」、「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」、

「
も
う
少
し
だ
っ
た
ね
」、「
残
念
だ
っ

た
ね
」
な
ど
の
よ
う
に
共
感
さ
れ
る
言

葉
や
態
度
で
接
し
て
も
ら
え
る
と
、「
う

ま
く
い
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
も

私
は
私
で
い
い
の
だ
な
」
と
思
え
、
自

分
だ
け
で
な
く
他
者
へ
の
信
頼
感
が
育

ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
大
丈
夫
？
」、「
無
理
し

て
な
い
？
」、「
私
に
で
き
る
こ
と
は
あ

る
？
」、「
何
か
あ
っ
た
ら
相
談
に
乗
る

よ
」
と
い
っ
た
「
気
に
か
け
る
」
行
為

が
あ
れ
ば
、「
何
も
で
き
な
く
て
も
何

も
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
私
は
こ
の
場

に
い
て
も
い
い
の
だ
」
と
い
う
良
好
な

居
心
地
感
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
認
め
ら
れ
、
共
感
さ

れ
、
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、

私
た
ち
は
高
い
安
心
感
、
安
定
感
、

信
頼
感
、
居
心
地
感
な
ど
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
土
台
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
私
た
ち
は
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

"C'est pas m
al."

そ
の
言
葉
の
真

意
は
、
自
分
と
他
者
の
存
在
に
、
そ
の

ま
ま
花
丸
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

が
い
ず
れ
仕
事
の
成
果
に
対
す
る
花
丸

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
セ
パ
マ
ル
が
花
丸
」

メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
、
ま

た
は
維
持
管
理
費
用
相
当
額
を
合

理
的
に
見
積
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
場
合
に
限
り
、
維
持
管
理
費
用

相
当
額
を
借
手
の
リ
ー
ス
料
か
ら

控
除
す
る
代
替
的
な
会
計
処
理
の

選
択
適
用
を
認
め
る
。

　
専
門
委
員
か
ら
は
、
事
務
局
案
へ

の
賛
意
が
聞
か
れ
た
一
方
、「
比
較

可
能
性
の
懸
念
も
わ
か
る
が
、
案
２

を
認
め
て
も
大
き
な
問
題
に
は
な
ら

な
い
の
で
は
」
と
い
う
案
２
を
推
す

作
成
者
側
か
ら
の
意
見
も
聞
か
れ

た
。事

務
局
は
「
維
持
管
理
費
用
相
当

額
が
明
ら
か
な
と
き
だ
け
代
替
的
な

処
理
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
で
は
一
貫
性
が
な
い
の
で

は
」
と
回
答
し
た
。

第
５
１
３
回
親
委
員
会
で
は
、
事

務
局
案
に
賛
成
意
見
が
聞
か
れ
た
一

方
、「
現
行
で
も
自
動
車
リ
ー
ス
な

ど
維
持
管
理
費
用
相
当
額
を
合
理
的

に
見
積
る
実
務
が
あ
る
」
と
し
て
案

２
を
支
持
す
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。

セ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ

ク
取
引

公
開
草
案
で
は
、
セ
ー
ル
・
ア
ン

ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
取
引
に
つ
い
て

米
国
基
準
ト
ピ
ッ
ク
842
と
同
様
の
会

計
処
理
を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
定
め

と
同
様
の
定
め
と
す
べ
き
」、「
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
と
同
様
の
会
計
処
理
も
選
択
肢

と
し
て
認
め
る
べ
き
」
と
い
う
２
つ

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

事
務
局
は
、
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て

次
の
２
案
を
提
案
し
、
案
１
を
事
務

局
案
と
し
た
。

（
案
１
）
本
公
開
草
案
を
変
更
し
な

い
。

（
案
２
）
代
替
的
な
方
策
と
し
て
、
取

引
の
都
度
、
会
計
処
理
方
法
を
選

択
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
等
の
手

当
て
を
し
た
う
え
で
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
と
同
様
の
会
計
処
理
の
選
択
適

用
を
認
め
る
。

　
　
適
用
対
象
企
業
を
、（
案
Ａ
）
全

企
業
、（
案
Ｂ
）
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適

用
企
業
、
と
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
事
務
局
案
に
賛

同
す
る
意
見
が
聞
か
れ
た
も
の
の
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適
用
企
業
の
作
業
が

煩
雑
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
案

２
の
案
Ｂ
を
支
持
す
る
意
見
も
聞
か

れ
た
。
事
務
局
は
、「
検
討
す
る
」

と
回
答
し
た
。

第
５
１
３
回
親
委
員
会
で
は
、
事

務
局
案
に
賛
成
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
案
２
へ
の
賛
意
も
聞
か
れ
、

案
Ａ
、
案
Ｂ
に
対
し
て
も
賛
否
が
分

か
れ
た
。
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特集

何ができるか、どう導入するか

税実務への生成AI
活用の留意点

EY税理士法人
税理士 橋本　純

EY税理士法人 甲斐荘　芳生
EY弁護士法人

弁護士・ニューヨーク州弁護士増田　好剛

第
１
章

第
２
章

第
３
章

昨今、ChatGPTに代表される生成AIについての話題を聞かない日がない。ビジネス
シーンをはじめ、各場面でその活用が広まっているが、税務部門においても、業務効率化
などのために、生成AIの導入を検討している会社もあるのではないだろうか。
そこで、企業の税実務において生成AIがどのように活用できるのか、また導入するにあ
たって留意したいポイントを解説していただいた。

ビジネスでの利用における留意点を整理
生成AIの概要と活用アプローチ
税務相談ボット、課税判定等の開発も
税実務における生成AI利用・開発のケース
導入プロセス、リスク対応・ガバナンス等
税実務への生成AI導入における課題

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2023年
10月26日

上場会社の内部管理
体制等の改善の実効
性向上に向けた特設
注意市場銘柄制度の
見直し等について

東証

特設注意市場銘柄制度について、上場会社に早期の内部管理体制等の整備を求めると
ともに、改善した内部管理体制等の定着を図ることでその実効性を高めていく観点か
ら、指定解除要件の明確化など所要の制度整備を行うもの。コメント期限は11月25日。
https://www.jpx.co.jp/rules-participants/public-comment/detail/d1/20231026-
01.html　

―

2023年
10月27日

「商法施行規則の一部
を改正する省令案」等 法務省

令和４年12月に公表された「デジタル原則を踏まえたアナログ規制の見直しに係る工
程表」を踏まえ、特定の記録媒体の使用を定める規定につき、新たな情報通信技術の導
入・活用に円滑に対応するべく、商法施行規則、会社計算規則、電子公告規則等の改正を
行うもの。コメント期限は11月26日。　　　
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seq
No=0000261803

―

円
安・金
利
上
昇
を
容
認
す
る
財
務
省・

日
銀

金
　
　
融

金
融
政
策
会
議
後
、日
米
の
景
気
と
株

価
は
ど
う
動
く

証
　
　
券

日
銀
は
10
月
31
日
、
金
融
政
策
決

定
会
合
を
開
催
し
、
長
短
金
利
操
作

（
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
））
の
運
用
を
さ
ら
に

柔
軟
化
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
長

期
金
利
の
目
標
を
ゼ
ロ
％
程
度
と
す

る
点
は
変
わ
り
な
い
が
、
７
月
の
会

合
で
決
め
た
指
値
オ
ペ
に
よ
る
10
年

物
国
債
の
利
回
り
１
％
水
準
の
防
衛

ラ
イ
ン
を
な
く
し
、
適
宜
決
定
、
ま

た
ゼ
ロ
％
か
ら
の
変
動
幅
上
下
０
・

５
％
程
度
の
目
途
は
、
上
限
１
・
０
％

の
目
途
に
変
更
し
た
。
こ
の
水
準
の

切
り
上
げ
理
由
は
、
輸
入
物
価
の
上

昇
に
よ
る
国
内
物
価
高
騰
へ
の
影
響

の
長
期
化
と
、
直
近
の
原
油
価
格
の

上
昇
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
指
値
オ
ペ
の
実
施
を
適
宜

と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
強
力
な

効
果
の
反
面
、
副
作
用
も
大
き
い
点

を
挙
げ
て
い
る
。
確
か
に
、
あ
ら
か

じ
め
防
衛
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
こ
と

は
、
投
機
筋
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る

目
標
水
準
を
提
供
す
る
よ
う
な
も
の

だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
市
場
実
勢
利

回
り
が
上
昇
し
て
上
限
に
近
づ
く
と

設
定
ラ
イ
ン
を
切
り
上
げ
て
い
る
た

め
、
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
の
指
し
オ

ペ
利
回
り
水
準
を
設
定
す
る
意
味
が

な
い
と
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の
再
修
正
に
よ

り
長
期
金
利
の
上
昇
を
容
認
す
る

効
果
は
、
①
長
期
金
利
の
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
の
高
ま
り
に
歯
止
め
を
か
け

る
、
②
利
鞘
拡
大
に
よ
る
銀
行
の
収

益
改
善
を
支
援
す
る
、
③
円
安
進
行

を
抑
制
す
る
、
と
い
っ
た
点
が
考
え

ら
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
政
策
内

容
を
公
表
し
た
直
後
の
動
き
は
、
大

き
く
振
れ
る
こ
と
な
く
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
②
は
銀
行
株
が
堅
調
な

値
動
き
と
な
っ
た
よ
う
に
、
市
場
の

評
価
は
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
③

に
つ
い
て
は
、
発
表
直
後
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
で
ド
ル
円
相
場
が
上
昇

し
、
約
１
年
振
り
に
１
５
１
円
台
ま

で
円
安
・
ド
ル
高
が
進
ん
だ
。
こ
れ

は
、
こ
の
日
財
務
省
が
公
表
し
た
９

月
28
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
の
為
替

介
入
実
績
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
が
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
１
５
０
円

は
、
当
局
に
と
っ
て
介
入
す
べ
き
防

衛
ラ
イ
ン
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。

今
回
の
財
務
省
・
日
銀
の
姿
勢
は
、

円
安
・
金
利
上
昇
を
容
認
す
る
も
の

と
な
っ
た
。

10
月
中
、
日
米
の
株
価
の
方
向
感

を
失
わ
せ
て
き
た
大
き
な
要
因
と
し

て
、
月
末
月
初
に
両
国
同
時
期
に
開

か
れ
る
金
融
政
策
決
定
会
合
の
行
方

に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

そ
の
会
合
の
結
果
は
、
日
本
銀
行

は
長
短
金
利
操
作
の
上
限
が
１
％
超

と
な
る
こ
と
を
容
認
す
る
も
の
で
、

政
策
変
更
で
は
あ
る
が
、
最
小
限

度
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
程
度
の
変

更
は
あ
り
得
る
と
の
見
方
が
多
数
派

だ
っ
た
た
め
、
会
合
後
の
11
月
１
日
、

日
経
平
均
は
目
立
つ
反
騰
ぶ
り
を
み

せ
た
。
こ
の
変
更
内
容
で
あ
れ
ば
、
一

安
心
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ)

は
今
回
も
利
上
げ
を

せ
ず
、
年
内
最
後
の
会
合
で
あ
と
１

回
利
上
げ
す
る
こ
と
に
含
み
を
も
た

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
方

の
予
想
ど
お
り
で
あ
っ
た
た
め
、
米

株
価
は
反
騰
し
た
が
、
上
げ
幅
は
日

本
市
場
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
向

か
っ
て
、
株
式
市
場
を
動
か
す
の
は

各
国
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
動
向

が
基
本
で
あ
る
。
景
気
、
企
業
収
益
、

金
利
・
為
替
相
場
な
ど
の
動
向
を
探

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
明
暗
入
り

乱
れ
て
は
い
る
が
、
日
米
以
外
の
国
々

は
暗
い
話
が
多
い
よ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
経
済
活
動
の
力
強

さ
が
目
を
引
く
。
今
年
７
月
か
ら
９

月
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
４
・
９
％
に

達
し
た
。
高
金
利
と
い
え
る
金
利
水

準
に
な
っ
て
お
り
、
住
宅
建
設
、
個

人
消
費
が
活
発
で
、
最
近
は
軍
事
費

中
心
に
財
政
支
出
の
増
加
が
経
済
成

長
に
寄
与
し
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、

企
業
収
益
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
様
相

を
み
せ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
株

価
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
く
る
の
か
、

注
目
さ
れ
る
。

経
済
成
長
と
企
業
収
益
の
関
係
が

ア
メ
リ
カ
と
は
正
反
対
な
の
が
日
本
で

あ
る
。
９
月
の
中
間
決
算
は
予
想
以

上
に
増
益
企
業
が
相
次
い
だ
。
た
だ
、

企
業
収
益
の
好
調
に
は
円
安
で
潤
う

海
外
市
場
依
存
業
界
の
収
益
増
加
が

貢
献
し
て
お
り
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な

い
。
日
本
政
府
は
円
安
が
過
度
に
進

め
ば
、
円
買
い
介
入
す
る
と
公
言
し

て
い
る
。
好
調
な
企
業
収
益
が
ど
う

株
価
に
反
映
さ
れ
る
か
、
為
替
相
場

の
動
向
と
あ
わ
せ
て
見
守
り
た
い
。


